
～第二次保土ケ谷区読書活動推進目標～
「本に親しみ、読書がひと・もの・ことをつなげる。そして、本をきっかけとしたつながりが、保土ケ谷を
もっとやさしいまちに」保土ケ谷区では、読書ではじまった人と人、団体、施設とのつながりが、地域を
支え、笑顔と活力を生みだすと考え、読書活動を推進します。

「横浜市民の読書活動の推進に関する条例（平成２６年４月施行）」に基づく、保土ケ谷区読書活動
推進目標（平成２６年１０月策定）が５年間の対象期間を終了したことから、このたび目標の改定を
行いました。
平成２８年度までに、保土ケ谷区内の全ての小中学校、特別支援学校に学校司書が配置されました。
学校司書の配置により、学校図書館の来館者数や貸出冊数が
大幅に増加するなど、その効果が表れています。
読書活動は、言葉を学び、感性を磨き、表現力、創造力等を

高め、または、豊かなものにし、人生をより深く生きる力を身に
付ける上で大切なものです。
保土ケ谷区においては、今回改定された読書活動推進目標の

もとに、区役所・図書館・学校等、様々な読書活動関係団体の
方々や施設と協働して地域全体で読書活動を推進します。



・図書館、地区センター、コミュニティハウス、
市民図書室等、読書関連施設との連携を
強化し、推薦図書の共同展示や、情報共有を
図るための意見交換の場を設けるなど、事業
協力を進めます。

・地域で活躍する読書活動の担い手同士が
情報交換や相互交流する場を設け、活動の
連携と促進を図ります。

・本や読書の楽しさを感じ、それを伝えることを
きっかけとして、ひと・もの・ことがつながる
地域を目指し、本と読書を介したコミュニケー
ションの提供に取り組みます。

・本と読書を通じてできた交流の輪と活動が
地域に定着することを目指します。

・読書の日（毎月23日）や読書活動推進月間
（11月）を中心に、読書講演会などのイベントを
行い、区民が読書に親しむ機会を広げます。

・普段、図書館を利用する機会が少ない方々にも
関心を持ってもらえるよう、他の取組との
連携や広報を積極的に行い、読書を身近に
感じる機会を増やします。

・誰もが本に親しめるよう、大活字本や対面
朗読の実施など高齢者や障害者の読書環境を
整備し読書活動を応援します。また、福祉
施設等における朗読会や読書会等、おとなの
読書活動を推進する仕組みづくりを検討します。

・本をとおして親子のコミュニケーションがより
図れるよう、「親子おはなし会」や「読み聞かせ」
講座の開催、図書の「子育て情報コーナー」を
充実させるなど、親子読書を応援します。

・小中学生の主体的、意欲的な読書活動の
充実が図れるよう、学校と図書館が連携し、
「図書館見学」や「職業体験」などの体験的な
学習を通じて、図書館をより身近なものとして
感じられるようにし、利用促進を促します。

・図書館の専門的な情報・人材を活用し、図書
ボランティア等に対して継続的に本や活動の
場に関する情報提供、相談、アドバイス等を
行います。

・はじめの一歩となる入門講座や、既に活躍
している方々のための、スキルアップ講座
などを開催し、読書活動の担い手を応援します。

・図書館の団体貸出・グループ貸出を通じて、
自主的な読書活動や施設での読書活動を
応援します。
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